
第 32 回日本保健医療行動科学会学術大会 プログラム・抄録集（2017 年 6 月）より抜粋 

一般演題一覧 口頭発表： 6月 18日（日） 

 

セッション 04 ナラティヴと臨床工学の行動科学    第１会場 

＜9：30~11：30＞ 

座長：中川 晶（奈良学園大学） 原田光子（亀田医療大学） 

 

O4-1 透析患者の自己血管使用皮下動静脈瘻の心拍動に伴う陥凹現象に関する文献研究 

   〇大滝徹（医療生活協同組合やまがた鶴岡協立病院）、 

岡美智代（群馬大学大学院保健学研究科） 

O4-2 臨床工学技士への超音波診断装置の教育に関する文献研究 

〇海澤克太（埼玉医療生活協同組合皆野病院）、 

岡美智代（群馬大学大学院保健学研究科）、 

大滝徹（医療生活協同組合やまがた鶴岡協立病院） 

O4-3 糖尿病患者が「聞き書き」を受けることによる思いについて 

－食事及び運動療法に焦点を当てて－ 

   〇反町千恵（群馬大学医学部付属病院） 

井手段幸樹、岡美智代、屋敷有沙（群馬大学医学部付属病院） 

O4-4  病棟看護師の勤務交代時におけるベッドサイド申し送りに関する文献研究 

   ―邦文・英文文献との比較― 

   ○屋敷有沙（群馬大学医学部附属病院）、岡美智代（群馬大学大学院保健学研究科） 

    井手段幸樹（群馬大学大学院保健学研究科）、反町千恵（群馬大学医学部附属病院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 32 回日本保健医療行動科学会学術大会 プログラム・抄録集（2017 年 6 月）より抜粋 

 

一般演題一覧 口頭発表： 6月 18日（日） 

 

セッション 05 生と死を支える行動科学           第２会場 

＜9：30~11：00＞ 

座長：深井穫博（深井歯科医院） 加藤隆子（千葉県立保健医療大学） 

 

O5-1 Sufferingと対峙する医師の支援の可能性について 

－医師によるセルフケアを超えて－ 

   〇鷹田佳典（早稲田大学） 

O5-2 医療機関における臨床宗教師は何をめざすのか 

－役割期待と成立過程からの一考察－ 

   〇福永憲子（大阪府立大学大学院人間社会学研究科博士後期）、 

村岡潔（彿教大学社会福祉学部） 

O5-3 安楽死と尊厳死－日本とオランダの比較考察－ 

   〇瀬尾幸子（秀和総合病院） 

 

セッション 06 生活しやすい社会を作る行動科学      第３会場 

＜9：30~11：00＞ 

座長：諏訪茂樹（東京女子医科大学） 松浦佳代（看護教育大学校） 

 

O6-1 片親疎外（PA）の紹介と生成の心理的機序について 

－心理学理論と脳科学知見から－ 

〇山口豊（東京情報大学）、窪田辰政（静岡県立大学） 

O6-2 LLブック「ぼくの家は かえで荘」作製の取り組み 

   －ソーシャルインクルージョンの社会をめざして－ 

   〇小林美津江（彿教大学社会福祉学研究科） 

O6-3 奈良県難病ピアカウンセリング事業の立ち上げにみる社会的意義 

－難病仲間の支えあいから社会的な共生の動きへ－ 

   〇梓川一（奈良佐保短期大学）、萬谷和広（大阪南医療センター） 
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